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(57)【要約】
【課題】　ＣＴスキャン検査画像上にノイズを生じるこ
となく、被験者の腕を残して胴体を持ち上げることを可
能にする。
【解決手段】　開示されるＣＴスキャン用エアマット２
１は、横臥する被験者の胴体の下に敷いて使用され、空
気の出し入れが可能であって、空気の収容量により膨縮
し、かつ空気を収容する壁体がシート状である。またエ
アマット２１は、互いに並置され空気の収容量により膨
縮する、袋体２５，２７，２９を有している。袋体２５
，２７，２９は、膨張したときに互いに対向する線に沿
って、隣り合うもの同士が連結されている。エアマット
２１は、被験者の頭足方向２３の長さが、適用の対象と
される被験者の頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上
げるに足りる長さに設定されている。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して胴体を持ち上げることにより、腕の影響
を排して胴体を検査することを可能にするＣＴスキャン用エアマットであって、
　横臥する被験者の胴体の下に敷いて使用され、空気の出し入れが可能であって、空気の
収容量により膨縮し、かつ空気を収容する壁体がシート状であり、
　前記エアマットは、互いに並置され空気の収容量により膨縮する、複数の袋体を有して
おり、
　当該複数の袋体は、膨張したときに互いに対向する線に沿って、隣り合うもの同士が連
結されており、
　前記エアマットは、前記被験者の頭足方向の長さが、適用の対象とされる当該被験者の
頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上げるに足りる長さである、ＣＴスキャン用エアマ
ット。
【請求項２】
　前記複数の袋体は、被験者の左右方向に並置され、各々が頭足方向に伸びている、請求
項１に記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項３】
　前記複数の袋体は、２から４個の袋体である、請求項２に記載のＣＴスキャン用エアマ
ット。
【請求項４】
　前記複数の袋体の空気室は互いに連通している、請求項１から３のいずれかに記載のＣ
Ｔスキャン用エアマット。
【請求項５】
　前記複数の袋体は、膨張したときに互いに対向する線に沿った、細長帯状かつシート状
の連結部を介して、隣り合うもの同士が連結されている、請求項１から４のいずれかに記
載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項６】
　前記連結部には、隣り合う袋体の空気室を連通させる通気孔が選択的に形成されており
、それにより、前記複数の袋体の空気室は互いに連通している、請求項５に記載のＣＴス
キャン用エアマット。
【請求項７】
　前記通気孔には、通気性シートが、挿通された状態で係止されている、請求項６に記載
のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項８】
　ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して胴体を持ち上げることにより、腕の影響
を排して胴体を検査することを可能にするＣＴスキャン用エアマットであって、
　横臥する被験者の胴体の下に敷いて使用され、空気の出し入れが可能であって、空気の
収容量により膨縮し、かつ空気を収容する壁体がシート状であり、
　前記エアマットは、
　互いに並置され、空気の収容量により膨縮する、複数の袋体と、
　当該複数の袋体を、空気が充填されたときに互いに面接触した状態を保つように、包囲
して拘束する筒状シートと、を有しており、
　当該複数の袋体は、隣接するものの間では、空気室が互いに連通しておらず、
　前記エアマットは、前記被験者の頭足方向の長さが、適用の対象とされる当該被験者の
頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上げるに足りる長さである、ＣＴスキャン用エアマ
ット。
【請求項９】
　前記複数の袋体は、被験者の左右方向に並置され、各々が頭足方向に伸びている、請求
項８に記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項１０】
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　前記複数の袋体は、３個の袋体である、請求項９に記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項１１】
　前記複数の袋体は、互いに連結されている、請求項８から１０のいずれかに記載のＣＴ
スキャン用エアマット。
【請求項１２】
　前記複数の袋体は、膨張したときに互いに対向する線に沿った、細長帯状かつシート状
の連結部を介して、隣り合うもの同士が連結されている、請求項１１に記載のＣＴスキャ
ン用エアマット。
【請求項１３】
　前記複数の袋体のうち、１つおきの関係にある袋体の空気室は互いに連通している、請
求項１１又は１２に記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項１４】
　当該エアマットの前記壁体から当該壁体の外方に突起する突起部分と、当該部分の先端
から略直角に屈曲し前記壁体に略沿うように延びる延長部分とを有することにより、略「
Ｌ」字型をなす空気出し入れ用の給排気管と、
　前記給排気管の先端部に連結され、前記エアマットに給排気するエアポンプ装置への連
結及び脱着を可能にする接続部材と、
　前記給排気管の前記延長部分を、前記壁体に支持させる給排気管支持部材と、をさらに
有する、請求項１から１３のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項１５】
　前記エアマットは、空気の出し入れ口に設けられ、前記エアマットに給排気するエアポ
ンプ装置から切り離されたときに空気の排出を防ぐ逆止弁を、さらに有する、請求項１か
ら１４のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマット。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマットに連結し、当該エアマ
ットに給排気することにより、前記エアマットを膨縮させ、それにより前記被験者の胴体
を上げ下ろしすることが可能なエアポンプ装置であって、
　単一のポンプと、
　使用時に前記エアマットに連結され、給排気される空気の流路である給排気路と、
　当該給排気路を、前記ポンプの吐出口と吸入口とに切り替え自在に連通させるバルブと
、を備えるエアポンプ装置。
【請求項１７】
　請求項８から１３のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマットに連結し、当該エアマ
ットに給排気することにより、前記エアマットを膨縮させ、それにより前記被験者の胴体
を上げ下ろしすることが可能なエアポンプ装置であって、
　単一のポンプと、
　使用時に前記エアマットに連結され、給排気される空気の流路である給排気路と、
　当該給排気路を、前記ポンプの吐出口と吸入口とに切り替え自在に連通させる第１バル
ブと、
　給排気される空気の圧力を感知する圧力センサと、を備え、
　前記給排気路は、前記エアマットに連結される側において、２つの分岐路に分岐してお
り、
　前記圧力センサは、前記給排気路のうち分岐していない部分の空気の圧力を検知するも
のであり、
　前記エアポンプ装置は、
　前記２つの分岐路のうち一方を開閉する第２バルブと、
　前記エアマットに給気するときに、前記圧力センサが感知する圧力が所定圧力に達する
までは、前記第２バルブを開き、前記圧力センサが感知する圧力が前記所定圧力に達する
と、前記第２バルブを閉じる制御器と、をさらに備えるエアポンプ装置。
【請求項１８】
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　請求項１から１５のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマットと、
　請求項１６に記載のエアポンプ装置と、を備えるＣＴスキャン用医療補助具。
【請求項１９】
　請求項８から１３のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマットと、
　請求項１７に記載のエアポンプ装置と、を備えるＣＴスキャン用医療補助具。
【請求項２０】
　請求項５、６，７又は１２に記載のＣＴスキャン用エアマットを製造する方法であって
、
　一対の樹脂シートを、互いに重ね合わせることと、
　重ね合わされた前記一対の樹脂シートを、前記連結部に対応する部分、および周縁部に
沿って、互いに熱融着させることと、
を含む、ＣＴスキャン用エアマットの製造方法。
【請求項２１】
　請求項１から１５のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマット、又は請求項１８若し
くは１９に記載のＣＴスキャン用医療補助具を用いて、前記ＣＴスキャン用エアマットの
前記複数の袋体に空気を供給し、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して胴体を持
ち上げることにより、腕の影響を排して胴体を検査することを可能にする、被験者持ち上
げ方法。
【請求項２２】
　請求項８から１３のいずれかに記載のＣＴスキャン用エアマット、又は請求項１９に記
載のＣＴスキャン用医療補助具を用いて、前記ＣＴスキャン用エアマットの前記複数の袋
体に、隣り合う袋体の空気圧が異なるように空気を供給し、ＣＴスキャン検査を受ける被
験者の腕を残して胴体を持ち上げることにより、腕の影響を排して胴体を検査することを
可能にする、被験者持ち上げ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＴスキャン用エアマット、エアポンプ装置、ＣＴスキャン用医療補助具、
ＣＴスキャン用エアマットの製造方法、及び被験者持ち上げ方法に関し、特に、被験者の
腕の影響を排して胴体を検査することを可能にする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＴスキャン検査装置は、被験者の身体の体軸に沿って連続してＸ線断層画像を撮像す
る装置である。被験者の胴体部を撮像するためには、腕が撮像を妨げないように、両腕を
肩の上に延ばす、いわゆる「万歳」の姿勢を被験者にとってもらう必要がある。しかし、
被験者が外傷を負っている場合、外傷の状況によっては、この姿勢を取らせることが困難
な場合がある。また、事故に遭って負傷し運び込まれた救急患者など、外傷の状況が不明
なまま検査を遂行しなければならない場合もあり、そのような場合に、一律に同様の姿勢
を取らせることは、必ずしも適切とは言えない。
【０００３】
　かかる問題を解決するものとして、本願発明者の一人である船橋正夫は、被験者の腕を
残して胴体を持ち上げることにより、腕の影響を排して胴体を検査することを可能にする
、という着想を得た。胴体を持ち上げるには、被験者が横臥する検査用床のうち、胴体を
支える中央部が両側部を残して、アクチュエータにより昇降する機構を想定することがで
きる。しかし、かかる機構は複雑であり、従来の検査用床に比べてコスト高となる。また
、検査用床はＣＴスキャン検査装置に付随した部品であり、これを置き換えること自体が
、高いコストを要する。従って、既設のＣＴスキャン検査装置に付随する従来の検査用床
をそのまま使用し、かつ簡便で低コストの付属品を適用することにより、胴体を持ち上げ
る、という目的を達成することが望まれた。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2012-19912号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　かかる課題解決の方向に沿うものとして、被験者の腕を残して胴体を持ち上げるのに適
したサイズのエアマットを、検査用床の上に敷いておき、その上に横臥する被験者の胴体
を、エアマットに空気を出し入れすることにより昇降させる、という解決手段を、本願発
明者らは着想した。空気室が１室のみであるエアマットを試作し、試験したところ、空気
の充填により全体が円筒のように膨らむことから、頭部が軽く臀部が重いという、エアマ
ットに加わる被験者の体重の不均衡によるエアマットの浮き沈みが、激しいことが確認さ
れた。すなわち、頭部が大きく浮き上がり、臀部が逆に大きく沈み込み、ほとんど検査用
床に接するほどであった。しかし同時に、エアマットは、被験者の身体への当たりが優し
く、このため負傷した被験者への負荷が軽く、またエアポンプに接続することより簡便に
昇降させることができることから、さらに発展させるべき望ましい方式であることも確認
された。
【０００６】
　そこで、発明者らはさらに、図１５に示すように、内部において上下のシート状壁体２
０３，２０５を連結し、被験者の頭足方向２０７、すなわち体軸方向に沿って延在する長
帯状の連結シート２０９を設けることにより、膨らみを規制する構造のエアマット２０１
を着想した。試作を行い試験したところ、期待通りに浮き沈みが緩和されるという良好な
結果を得た。しかし、ＣＴスキャン用のダミー被験体（人体模型）を用いてＣＴスキャン
検査装置に掛けたところ、図１６に模式的に示すように、撮影された断層画像２１１の上
に、連結シート２０９の仮想延長面に沿って、筋状のノイズ２１３（「アーティファクト
」とも称される）が現れることが判明した。このように発明者らは、エアマットの不均一
な膨らみを規制する手段を講じるべきこと、同時に、断層画像にノイズが現れないように
、エアマットが膨張したときに平面を形成するシート状部材が存しないようにすべきこと
、というさらなる問題解決の方向を、試行錯誤を通じて見出した。なお、本願発明に関連
する公知の文献として、特許文献１が見出された。
【０００７】
　本発明は、上記した本願発明者ら自身の試行錯誤によって得た知見に基づいてなされた
ものであり、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の体重の不均衡による浮き沈みを緩和する
とともに、ＣＴスキャン検査画像上にノイズを生じることなく、被験者の腕を残して胴体
を持ち上げることのできるＣＴスキャン用エアマットを提供することを目的とする。本発
明はさらに、当該ＣＴスキャン用エアマットに空気を出し入れすることにより、被験者の
胴体を上げ下ろしすることのできるエアポンプ装置を提供することを目的とする。本発明
はさらに、本発明のＣＴスキャン用エアマットとエアポンプ装置とを備え、当該ＣＴスキ
ャン用エアマットに空気を出し入れすることにより、被験者の胴体を上げ下ろしすること
のできるＣＴスキャン用医療補助具を提供することを目的とする。本発明はまた、本発明
のＣＴスキャン用エアマットの製造に適した製造方法を提供することを目的とする。本発
明はさらに、本発明のＣＴスキャン用エアマット又はＣＴスキャン用医療補助具を用いる
ことにより、ＣＴスキャン検査画像上にノイズを生じることなく、被験者の腕を残して胴
体を持ち上げることを可能にする、被験者持ち上げ方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決し上記目的を達成するために、本発明のうち第１の態様によるものは、
ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して胴体を持ち上げることにより、腕の影響を
排して胴体を検査することを可能にするＣＴスキャン用エアマットであって、横臥する被
験者の胴体の下に敷いて使用され、空気の出し入れが可能であって、空気の収容量により
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膨縮し、かつ空気を収容する壁体がシート状である。前記エアマットはさらに、互いに並
置され空気の収容量により膨縮する、複数の袋体を有している。当該複数の袋体は、膨張
したときに互いに対向する線に沿って、隣り合うもの同士が連結されている。さらに、前
記エアマットは、前記被験者の頭足方向の長さが、適用の対象とされる当該被験者の頭部
から、大腿部の一部まで、を持ち上げるに足りる長さである。
【０００９】
　この構成によれば、空気を供給してエアマットを膨張させることにより、被験者の腕を
残して胴体を持ち上げることができる。エアマットは身体への当たりが柔らかいので、被
験者、特に背中等を負傷した被験者への負荷が軽減される。また、エアマットが、互いに
並置され空気の収容量により膨縮する、複数の袋体（ふくろたい）を有しているので、頭
部が軽く臀部が重いという、エアマットに加わる被験者の体重の不均衡によるエアマット
の浮き沈みが、緩和ないし解消される。さらに、複数の袋体は、膨張したときに互いに対
向する線に沿って、隣り合うもの同士が連結されているので、膨張したときに互いに面で
接触することがない。このため、ＣＴスキャン検査画像に、接触面に起因するノイズが発
生しない。さらに、エアマットは、被験者の頭足方向の長さが、適用の対象とされる被験
者の頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上げるに足りる長さであるので、被験者の身体
への負荷をさらに軽くして、無理なく胴体を持ち上げることができる。なお、本明細書に
おいて、記載を簡潔にするために、「ＣＴスキャン用エアマット」を適宜、「エアマット
」と略記する。
【００１０】
　本発明のうち第２の態様によるものは、第１の態様によるＣＴスキャン用エアマットで
あって、前記複数の袋体は、被験者の左右方向に並置され、各々が頭足方向に伸びている
。
　この構成によれば、各袋体が被験者の頭足方向に沿って伸びるので、被験者がエアマッ
トから受ける感触が、より良好となる。
【００１１】
　本発明のうち第３の態様によるものは、第２の態様によるＣＴスキャン用エアマットで
あって、前記複数の袋体は、２から４個の袋体である。
　この構成によれば、空気を供給して膨張させたときの高さが、より好ましい範囲となる
。
【００１２】
　本発明のうち第４の態様によるものは、第１から第３のいずれかの態様によるＣＴスキ
ャン用エアマットであって、前記複数の袋体の空気室が互いに連通しているものである。
　この構成によれば、複数の袋体を膨張させるのに、個別に空気を供給する必要が無く、
かつ複数の袋体を均等な圧力で膨張させることができる。
【００１３】
　本発明のうち第５の態様によるものは、第１から第４のいずれかの態様によるＣＴスキ
ャン用エアマットであって、前記複数の袋体は、膨張したときに互いに対向する線に沿っ
た、細長帯状かつシート状の連結部を介して、隣り合うもの同士が連結されている。
　この構成によれば、上下２枚のシートを、周縁部及び連結部に沿って貼り合わせるとい
う簡単な工程により、複数の袋体を有するエアマットを製造することができる。
【００１４】
　本発明のうち第６の態様によるものは、第５の態様によるＣＴスキャン用エアマットで
あって、前記連結部には、隣り合う袋体の空気室を連通させる通気孔が選択的に形成され
ており、それにより、前記複数の袋体の空気室は互いに連通している。
　この構成によれば、上下２枚のシートを連結部に沿って貼り合わせるときに、通気孔を
形成すべき領域を残して貼り合わせるという簡単な工程により、複数の袋体の空気室が互
いに連通するエアマットを製造することができる。
【００１５】
　本発明のうち第７の態様によるものは、第６の態様によるＣＴスキャン用エアマットで
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あって、前記通気孔には、通気性シートが、挿通された状態で係止されている。
　この構成によれば、通気孔に通気性シートが挿通されているので、エアマットから空気
を抜き出すときに、通気孔が閉塞して空気の通過を妨げることが回避される。通気性シー
トは通気孔に係止されているので、通気性シートが通気孔から脱落することが回避される
。
【００１６】
　本発明のうち第８の態様によるものは、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して
胴体を持ち上げることにより、腕の影響を排して胴体を検査することを可能にするＣＴス
キャン用エアマットであって、横臥する被験者の胴体の下に敷いて使用され、空気の出し
入れが可能であって、空気の収容量により膨縮し、かつ空気を収容する壁体がシート状で
ある。前記エアマットは、さらに、互いに並置され、空気の収容量により膨縮する、複数
の袋体と、当該複数の袋体を、空気が充填されたときに互いに面接触した状態を保つよう
に、包囲して拘束する筒状シートと、を有している。当該複数の袋体は、隣接するものの
間では、空気室が互いに連通していない。さらに、前記エアマットは、前記被験者の頭足
方向の長さが、適用の対象とされる当該被験者の頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上
げるに足りる長さである。
【００１７】
　この構成によれば、空気を供給してエアマットを膨張させることにより、被験者の腕を
残して胴体を持ち上げることができる。エアマットは身体への当たりが柔らかいので、被
験者、特に背中等を負傷した被験者への負荷が軽減される。また、エアマットが、互いに
並置され空気の収容量により膨縮する、複数の袋体（ふくろたい）を有しているので、頭
部が軽く臀部が重いという、エアマットに加わる被験者の体重の不均衡によるエアマット
の浮き沈みが、緩和ないし解消される。複数の袋体が、筒状シートにより拘束されている
ので、空気を充填したときに、並置方向への広がりが規制される。このため、充填された
空気が、横臥する被験者の持ち上げに有効に活かされる。隣接する袋体の間では、空気室
が互いに連通しないので、互いに異なる空気圧となるように空気を充填することができ、
そうすることにより、隣接する袋体同士の接触面が、高圧側から低圧側へ膨出するように
湾曲する。このため、ＣＴスキャン検査画像に現れる、接触面に起因するノイズが発生し
ない。さらに、エアマットは、被験者の頭足方向の長さが、適用の対象とされる被験者の
頭部から、大腿部の一部まで、を持ち上げるに足りる長さであるので、被験者の身体への
負荷をさらに軽くして、無理なく胴体を持ち上げることができる。
【００１８】
　本発明のうち第９の態様によるものは、第８の態様によるＣＴスキャン用エアマットで
あって、前記複数の袋体は、被験者の左右方向に並置され、各々が頭足方向に伸びている
。
　この構成によれば、各袋体が被験者の頭足方向に沿って伸びるので、被験者がエアマッ
トから受ける感触が、より良好となる。
【００１９】
　本発明のうち第１０の態様によるものは、第９の態様によるＣＴスキャン用エアマット
であって、前記複数の袋体は、３個の袋体である。
　この構成によれば、空気を供給して膨張させたときの高さが、より好ましい範囲となる
。また、左右両端の袋体の空気圧を等圧にすることができ、被験者への負荷が左右の間で
均衡する。
【００２０】
　本発明のうち第１１の態様によるものは、第８から第１０のいずれかの態様によるＣＴ
スキャン用エアマットであって、前記複数の袋体は、互いに連結されている。
　この構成によれば、複数の袋体が互いに分散することがないので、取扱いに便宜である
。
【００２１】
　本発明のうち第１２の態様によるものは、第１１の態様によるＣＴスキャン用エアマッ
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トであって、前記複数の袋体は、膨張したときに互いに対向する線に沿った、細長帯状か
つシート状の連結部を介して、隣り合うもの同士が連結されている。
　この構成によれば、上下２枚のシートを、周縁部及び連結部に沿って貼り合わせるとい
う簡単な工程により、複数の袋体を有するエアマットを製造することができる。
【００２２】
　本発明のうち第１３の態様によるものは、第１１又は第１２の態様によるＣＴスキャン
用エアマットであって、前記複数の袋体のうち、１つおきの関係にある袋体の空気室は互
いに連通している。
　この構成によれば、複数の袋体に圧力差をもって膨張させるのに、個別に空気を供給す
る必要が無く、異なる圧力をもって２箇所から空気を供給すれば足りる。
【００２３】
　本発明のうち第１４の態様によるものは、第１から第１３のいずれかの態様によるＣＴ
スキャン用エアマットであって、空気出し入れ用の給排気管と、接続部材と、給排気管支
持部材と、をさらに有している。空気出し入れ用の給排気管は、前記エアマットの前記壁
体から当該壁体の外方に突起する突起部分と、当該部分の先端から略直角に屈曲し前記壁
体に略沿うように延びる延長部分とを有することにより、略「Ｌ」字型をなす。接続部材
は、前記給排気管の先端部に連結され、前記エアマットに給排気するエアポンプ装置への
連結及び脱着を可能にする。給排気管支持部材は、前記給排気管の前記延長部分を、前記
壁体に支持させるものである。
【００２４】
　この構成によれば、接続部材を通じてエアポンプへ連結され、空気の出し入れに用いら
れる給排気管の延長部分が、給排気管支持部材を通じてエアマットの壁体に支持されるの
で、接続部材に加わる外力により、給排気管の突起部分とエアマットの壁体との接続部分
に加わる無用な回転力が、緩和ないし解消される。
【００２５】
　本発明のうち第１５の態様によるものは、第１から第１４のいずれかの態様によるＣＴ
スキャン用エアマットであって、当該エアマットは、空気の出し入れ口に設けられ、前記
エアマットに給排気するエアポンプ装置から切り離されたときに空気の排出を防ぐ逆止弁
を、さらに有する。
　この構成によれば、エアマットに空気を充填した後に、エアマットからエアポンプ装置
を切り離しても、エアマット内に空気が充填されたままに保持されるので、エアマットか
らエアポンプ装置を切り離した状態で、被験者の検査を行うことができる。
【００２６】
　本発明のうち第１６の態様によるものは、第１から第１５のいずれかの態様によるＣＴ
スキャン用エアマットに連結し、当該エアマットに給排気することにより、前記エアマッ
トを膨縮させ、それにより前記被験者の胴体を上げ下ろしすることが可能なエアポンプ装
置であって、単一のポンプと、給排気路と、バルブと、を備えている。給排気路は、使用
時に前記エアマットに連結され、給排気される空気の流路である。バルブは、前記給排気
路を、前記ポンプの吐出口と吸入口とに切り替え自在に連通させるものである。
【００２７】
　この構成によれば、単一のポンプを用いて、バルブの切り替えにより、エアマットへの
空気の送り込み、及びエアマットからの空気の排出が可能である。すなわち、簡素かつ低
廉な構造により、エアマットを膨張させることが可能である。
【００２８】
　本発明のうち第１７の態様によるものは、第８から第１３のいずれかの態様によるＣＴ
スキャン用エアマットに連結し、当該エアマットに給排気することにより、前記エアマッ
トを膨縮させ、それにより前記被験者の胴体を上げ下ろしすることが可能なエアポンプ装
置であって、単一のポンプと、給排気路と、第１バルブと、圧力センサと、を備えている
。給排気路は、使用時に前記エアマットに連結され、給排気される空気の流路である。第
１バルブは、当該給排気路を、前記ポンプの吐出口と吸入口とに切り替え自在に連通させ
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るものである。圧力センサは、給排気される空気の圧力を感知するものである。さらに、
前記給排気路は、前記エアマットに連結される側において、２つの分岐路に分岐している
。前記圧力センサは、前記給排気路のうち分岐していない部分の空気の圧力を検知するも
のである。また、前記エアポンプ装置は、第２バルブと、制御器と、をさらに備えている
。第２バルブは、前記２つの分岐路のうち一方を開閉する。制御器は、前記エアマットに
給気するときに、前記圧力センサが感知する圧力が所定圧力に達するまでは、前記第２バ
ルブを開き、前記圧力センサが感知する圧力が前記所定圧力に達すると、前記第２バルブ
を閉じる。
【００２９】
　この構成によれば、単一のポンプを用いて、バルブの切り替えにより、エアマットへの
空気の送り込み、及びエアマットからの空気の排出が可能である。すなわち、簡素かつ低
廉な構造により、エアマットを膨張させることが可能である。さらに、エアマットに空気
を送り込むときには、圧力差のある空気を自動により供給することができる。
【００３０】
　本発明のうち第１８の態様によるものは、ＣＴスキャン用医療補助具であって、第１か
ら第１５のいずれかの態様によるＣＴスキャン用エアマットと、第１６の態様によるエア
ポンプ装置と、を備えている。
　この構成によれば、対応する態様によるＣＴスキャン用エアマットと、第１６の態様に
よるエアポンプ装置とについて述べたところと同様の作用及び効果が得られる。
【００３１】
　本発明のうち第１９の態様によるものは、ＣＴスキャン用医療補助具であって、第８か
ら第１３のいずれかの態様によるＣＴスキャン用エアマットと、第１７の態様によるエア
ポンプ装置と、を備えている。
　この構成によれば、対応する態様によるＣＴスキャン用エアマットと、第１７の態様に
よるエアポンプ装置とについて述べたところと同様の作用及び効果が得られる。
【００３２】
　本発明のうち第２０の態様によるものは、第５、６，７又は１２のいずれかの態様によ
るＣＴスキャン用エアマットを製造する方法であって、　一対の樹脂シートを、互いに重
ね合わせることと、重ね合わされた前記一対の樹脂シートを、前記連結部に対応する部分
、および周縁部に沿って、互いに熱融着させることと、を含んでいる。
　この構成によれば、簡単な工程により、対応する態様によるＣＴスキャン用エアマット
を製造することができる。
【００３３】
　本発明のうち第２１の態様によるものは、被験者持ち上げ方法であって、第１から１５
のいずれかの態様によるＣＴスキャン用エアマット、又は第１８若しくは１９によるＣＴ
スキャン用医療補助具を用いて、前記ＣＴスキャン用エアマットの前記複数の袋体に空気
を供給し、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残して胴体を持ち上げることにより、
腕の影響を排して胴体を検査することを可能にする方法である。
【００３４】
　この構成によれば、対応する態様によるＣＴスキャン用エアマット又はＣＴスキャン用
医療補助具について述べたところと同様の作用及び効果が得られる。
【００３５】
　本発明のうち第２２の態様によるものは、被験者持ち上げ方法であって、第８から第１
３のいずれかの態様によるＣＴスキャン用エアマット、又は第１９の態様によるＣＴスキ
ャン用医療補助具を用いて、前記ＣＴスキャン用エアマットの前記複数の袋体に、隣り合
う袋体の空気圧が異なるように空気を供給し、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の腕を残
して胴体を持ち上げることにより、腕の影響を排して胴体を検査することを可能にする方
法である。
【００３６】
　この構成によれば、対応する態様によるＣＴスキャン用エアマット又はＣＴスキャン用
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医療補助具について述べたところと同様の作用及び効果が得られる。
【発明の効果】
【００３７】
　以上のように本発明によれば、ＣＴスキャン検査を受ける被験者の体重の不均衡による
浮き沈みを緩和するとともに、ＣＴスキャン検査画像上にノイズを生じることなく、被験
者の腕を残して胴体を持ち上げることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施の形態によるＣＴスキャン用医療補助具の使用形態を例示する概略
図である。
【図２】本発明の実施の形態によるＣＴスキャン用エアマットの外観を例示する斜視図で
ある。
【図３】図２のエアマットの垂直横断面構造を例示する斜視断面図である。
【図４】図２のエアマットの平面断面構造を例示する平面断面図である。
【図５】図２のエアマットへ給排気するポンプ装置の概略構成を例示するブロック図であ
る。
【図６】図２のエアマットをダミー被験体に適用し、ＣＴスキャン検査に掛けたときの断
層画像の模式図である。
【図７】図２のエアマットの変形例を例示する部分平面断面図である。
【図８】図２のエアマットの別の変形例を例示する概略斜視図である。
【図９】本発明の別の実施の形態によるＣＴスキャン用エアマットの外観を例示する斜視
図である。
【図１０】図９のエアマットのうち３個の袋体の平面断面構造を例示する平面断面図であ
る。
【図１１】図９のエアマットの給気時の形状を例示する斜視断面図である。
【図１２】図９のエアマットへ給排気するポンプ装置の概略構成を例示するブロック図で
ある。
【図１３】図９のエアマットの給気時の別の形状を例示する断面図である。
【図１４】図９のエアマットの変形例を例示する平面断面図である。
【図１５】本発明の背景技術によるＣＴスキャン用エアマットの概略構成を例示する斜視
図である。
【図１６】図１５のエアマットをダミー被験体に適用し、ＣＴスキャン検査に掛けたとき
の断層画像の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図１は、本発明の実施の形態によるＣＴスキャン用医療補助具の使用形態を例示する概
略図である。このＣＴスキャン用医療補助具１０１は、エアマット１とエアポンプ装置３
とを有している。エアマット１は、被験者５が横臥する検査用床７の上に敷かれ、被験者
５はエアマット１の上に横臥する。エアポンプ装置３に付随する空気管９がエアマット１
に接続され、エアポンプ装置３から空気が送り込まれることにより、エアマット１が膨張
する。その結果、被験者５の胴体が、腕を残して持ち上げられる。エアマット１は、被験
者５の腕を残して胴体を持ち上げるのに適した形状及び大きさに設定されている。被験者
５はこの姿勢を保持したまま、検査用床７が水平にスライドすることにより、ＣＴスキャ
ン装置１１による検査に掛けられる。検査が終了すると、エアポンプ装置３はエアマット
１から空気を抜き取る。その結果、持ち上げられていた被験者５の胴体は下降し、検査用
床７の上に戻る。
【００４０】
　図１に例示するように、エアマット１は、被験者５の身体に余分な負荷を掛けずに無理
なく胴体を持ち上げることができるよう、胴体だけでなく、頭部から臀部、さらに大腿の
一部までの広い範囲を持ち上げるに足りる大きさに設定される。被験者５として大人、小
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人等の相違があることを考慮して、大人用、子供用など、複数種類の大きさのエアマット
１を準備することも可能である。エアマット１は、適用の対象とする被験者を基準として
、腕を残して頭部から臀部、さらに大腿の一部までの広い範囲を持ち上げるに足りる大き
さに設定される。エアマット１は、適用の対象とする被験者の腕を残して、頭部から、大
腿の全部、さらには足までも持ち上げる大きさであってもよい。
【００４１】
　図２は、エアマット１の一例の外観を例示する斜視図であり、空気を充填したときの形
状を表している。この例のエアマット２１は、その上に横臥すべき被験者５の頭足方向２
３、すなわち体軸方向に延在する３つの袋体２５，２７，２９を有している。袋体２５，
２７，２９は、横臥すべき被験者５の左右方向に並んでいる。袋体２５，２７，２９は、
それぞれ空気室を内部に形成し、空気の収容量に応じて膨縮するように、シート状の壁体
により形成されている。袋体２５，２７，２９の空気室は、互いに連通している。
【００４２】
　エアマット２１には、袋体２５，２７，２９に空気を出し入れするための給排気管３１
が設けられている。袋体２５，２７，２９の空気室が互いに連通しているので、給排気管
３１は、図２に例示するように一箇所に設置すれば足りる。図２の例では、中央の袋体２
７の壁体に設置されている。吸排気管３１は、袋体２７から外方に突起する突起部分３３
と、突起部分３３の先端につながり、突起部分３３から方向を直角に替えるように屈曲し
、さらに袋体２７の壁体に沿うように延在する延長部分３５とを有し、全体で略「Ｌ」字
状をなしている。給排気管３１の先端部には、エアマット２１に給排気するエアポンプ装
置３に着脱自在に連結される接続部材３７が、接続されている。図２の例では、接続部材
３７は、延長部分３５の先端部から直角に屈曲し、しかも、延長部分３５の軸周りに回転
自在となっている。それにより、エアポンプ装置３を被験者５の左右の何れに配置しても
、エアポンプ装置３の空気管９（図１）により、無用な荷重がエアマット２１に加わるこ
とを回避できる。
【００４３】
　接続部材３７には、エアポンプ装置３の空気管９が切り離されたときに空気の排出を防
ぐ逆止弁（図示略）が設けられている。それにより、空気が充填された後に、エアマット
２１からエアポンプ装置３を切り離した状態で、被験者５のＣＴスキャン検査を遂行する
ことが可能となる。また、袋体２７の壁体には、吸排気管３１の延長部分３５を支持する
吸排気管支持部材３９が、更に設けられている。これにより、空気管９から接続部材３７
に加わる荷重により、突起部分３３と壁体との接続部分に加わる無用な回転モーメントが
、緩和ないし解消され、当該接続部分の耐久性が向上する。
【００４４】
　図３は、エアマット２１の垂直横断面構造を例示する斜視断面図であり、空気を充填し
たときの形状を表している。袋体２５，２７，２９は、膨張したときに互いに向き合う仮
想的な線４１に沿った、細長帯状でシート状の連結部４３を介して、隣り合うもの同士が
連結されている。連結部４３は、図２にも表されている。連結部４３には、袋体２５，２
７，２９のうち隣り合うもの同士の空気室を連通させる通気孔４５が、所々に形成されて
いる。袋体２５，２７，２９は、このように連結されているので、空気の供給を受けるこ
とにより膨張したときに、互いに面で接触することがない。このため、ＣＴスキャン検査
画像に、接触面に起因するノイズが発生しないことが期待された。実証試験の結果につい
ては、図６を引用しつつ後述する。
【００４５】
　図４は、エアマット２１の平面断面構造を例示する平面断面図である。エアマット２１
は、例えば軟質塩化ビニール製である上下２枚のシート４６を、周縁部４７及び連結部４
３に沿って、熱融着等により貼り合わせることによって作製される。連結部４３に沿って
、シート４６を貼り合わせるときに、通気孔４５に対応する領域を残して貼り合わせるこ
とにより、通気孔４５が形成される。図４は、上下２枚のシート４６のうち、下側のシー
ト４６を表しているが、上側のシート４６に形成される給排気孔４９を、点線で重ねて表
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している。給排気孔４９は、エアマット２１の空気室に空気を出し入れするために壁体に
形成され、吸排気管３１（図２）に連通する孔である。図４には、通気孔４５の１つとそ
の周辺について、拡大図を挿入している。
【００４６】
　なお、図３に表された仮想線４１は、貼り合わせられた上下２枚のシート４６のつなぎ
目にも相当する。このため、図３では、仮想線４１を実線により表している。
【００４７】
　図５は、エアマット２１へ給排気するエアポンプ装置３の一例について、概略構成を例
示するブロック図である。このエアポンプ装置５１は、空気を吸入口から吸引し吐出口か
ら吐き出すエアポンプ５３と、エアマット２１に接続され、給排気する空気の流路をなす
給排気路５５と、給排気路５５をエアポンプ５３の吐出口と吸入口とに切り替え自在に連
通させるバルブ５７，５９と、給排気路５５の空気圧を感知する圧力センサ６１と、制御
器６３と、を有している。エアポンプ５３では、空気管９（図１）は、給排気路５５を形
成する。
【００４８】
　制御器６３は、コンピュータ（図示略）を内蔵しており、付属する操作パネル６５の手
操作、及び圧力センサ６１が感知する圧力に基づいて、エアポンプ５３及びバルブ５７，
５９を制御する。図５に矢印付き点線で表される信号線６４は、制御器６３と他の装置要
素との間でやり取りされる信号の経路と、信号の流れの方向とを表している。図５に例示
するバルブ５７，５９は、いずれも三方弁であり、電磁コイルに通電を受けると、エアポ
ンプ５３の吐出口又は吸入口を、給排気路５５に連通させる。通電がなければ、給排気路
５５は閉塞され、エアポンプ５３の吐出口及び吸入口は外気に開放される。
【００４９】
　制御器６３には、操作パネル６５の操作を通じて、エアマット２１に充填すべき空気の
圧力に対応する目標圧力を設定することができる。操作パネル６５に表示される「給気」
ボタン（図示略）に手を触れると、制御器６３はエアポンプ５３を始動させるとともに、
バルブ５７に通電する。これにより、エアポンプ５３からエアマット２１へ空気が送り込
まれる。エアマット２１の上に横臥する被験者５が適度な高さに押し上げられることによ
り、圧力センサ６１が感知する圧力が目標圧力に達すると、制御器６３は、バルブ５７へ
の通電を停止し、エアポンプ５３を停止させる。これにより、エアマット２１に充填され
た空気は、漏れ出すことなく、一定の圧力に保持される。その後に、給排気路５５をエア
マット２１から切り離しても、エアマット２１の接続部材３７（図２）が有する逆止弁の
働きにより、エアマット２１に充填された空気は漏出せず、一定圧力に保持される。
【００５０】
　被験者５のＣＴスキャン検査が終了すると、給排気路５５をエアマット２１に接続し、
操作パネル６５に表示される「排気」ボタン（図示略）に手を触れる。その結果、制御器
６３は、エアポンプ５３を始動させ、バルブ５９に通電する。これにより、エアマット２
１からエアポンプ５３の吸入口へ空気が排出される。エアマット２１内の空気が十分に吐
き出されることにより、圧力センサ６１が感知する圧力が、予め設定された基準値を超え
る負圧になると、制御器６３はバルブ５９への通電を停止し、エアポンプ５３を停止させ
る。このようにして、押し上げられていた被験者５は、検査用床７の上に降ろされる。負
圧の基準値も、給気の目標圧と同様に、操作パネル６５の操作を通じて設定することがで
きる。また、給気あるいは排気の中途において、操作パネル６５に表示される「停止」ボ
タン（図示略）に手を触れると、制御器６３はバルブ５７又は５９への通電を停止し、エ
アポンプ５３を停止させる。この手操作による停止機能を用いることにより、操作者は、
エアマット２１へ充填する空気の量を、手操作により調節することも可能である。
【００５１】
　図６は、エアマット２１をダミー被験体に適用し、ＣＴスキャン検査に掛けたときの断
層画像の模式図である。画面７１上に映し出されるダミー被験体の断層画像７３に、図１
６に示した背景技術による画像とは異なり、ノイズは現れなかった。すなわち、期待通り
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の結果が得られた。なお、断層画像７３の中央下部に現れる略円形の白色画像は、ダミー
被験体の脊椎の画像である。
【００５２】
　図７は、図２のエアマット２１の変形例を例示する部分平面断面図である。図７では、
理解の便宜のために、図４の各部材と同一ないし対応する部材には、同一の符号を付して
いる。このエアマット８１は、通気孔４５に挿通され、かつ係止される通気性シート８３
が、エアマット８１の内側に設けられている。通気性シート８３は、空気を通す働きを有
する、例えば多孔性のシート状のものであり、例えばフェルトのシートである。通気孔４
５に通気性シート８３が挿通されることにより、エアマット８１から空気を抜き出すとき
に、通気孔４５が閉塞することを防ぐことができる。
【００５３】
　通気性シート８３を、通気孔４５に挿通した状態で係止するために、図７の例では、２
つの通気孔４５を互いに近接させ、それらの通気孔を挿通するリング状に通気性シート８
３を形成している。また、互いに接近させる２つの通気孔４５を、上側のシート４６に形
成される給排気孔４９の付近に形成し、通気性シート８３を、給排気孔４９の左右に形成
される２対の通気孔４５に掛け渡されるように配置することにより、空気を抜き出す過程
で上側と下側のシート４６が互いに接近したときに、給排気孔４９を通気性シート８３に
よって覆うことが可能となる。それにより、空気を抜き出すときに、給排気孔４９が下側
のシート４６によって塞がれることを防ぐことができる。図７に例示するように、給排気
孔４９に対応する通気性シート８３の部位に、給排気孔４９よりも小さい貫通孔８５を形
成することにより、給排気孔４９の一部のみを通気性シート８３によって覆うようにして
もよい。
【００５４】
　図８は、図２のエアマット２１の別の変形例を例示する概略斜視図である。このエアマ
ット９１に例示されるように、袋体２５，２７，２９は、連結部４３（図２，図３，図４
）を介することなく、膨張したときに互いに向き合う仮想的な線９３に沿って、隣り合う
もの同士が接着等により直接に連結されていても良く、それぞれの空気室は互いに連通せ
ず、袋体２５，２７，２９の各々に給排気管３１が設けられていても良い。エアマット９
１においても、袋体２５，２７，２９は、空気の供給を受けることにより膨張したときに
、互いに面で接触することがない。このため、ＣＴスキャン検査画像に、接触面に起因す
るノイズが発生しない。
【００５５】
　図９は、本発明の別の実施の形態によるＣＴスキャン用エアマットの外観を例示する斜
視図であり、当該エアマットの空気を抜いた状態を表している。このエアマット１１１は
、図２に示したエアマット２１と同様に、互いに連結された３つの袋体２５，２７，２９
を有している。但し、これらの袋体２５，２７，２９の空気室は、互いに連通しておらず
、吸排気管３１は、袋体２５，２７，２９の各々に設けられている。エアマット１１１は
、更に、あたかも枕を包む枕カバーのように、袋体２５，２７，２９を胴巻きに包囲する
筒状シート１１３を有している。筒状シート１１３は、袋体２５，２７，２９に空気が充
填されたときに、互いが面接触した状態を保つように袋体２５，２７，２９を拘束する大
きさに設定されている。このため、空気が充填されず、かつ筒状シート１１３に挿入され
ずに、展開されたときの袋体２５，２７，２９の横幅すなわち左右の幅は、筒状シート１
１３の横幅よりも大きい。筒状シート１１３に挿入されたときの袋体２５，２７，２９の
輪郭１１５は、図９に点線にて例示するように、展開されたときの輪郭から、筒状シート
１１３の輪郭にまで絞られることとなる。
【００５６】
　図１０は、図９のエアマット１１１のうち袋体２５，２７，２９の平面断面構造を例示
する平面断面図である。理解の便宜のために、図１０において、図４に記載される部材と
同一又は対応する部材には、同一の符号を付している。この平面断面構造は、図４のエア
マット２１の平面断面構造とは、通気孔４５が無いこと、給排気孔４９が３つの袋体２５
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，２７，２９のそれぞれに形成されている点が異なっている。
【００５７】
　図１１は、図９のエアマット１１１の給気時の形状を例示する斜視断面図である。エア
マット１１１を使用するには、３つの袋体２５，２７，２９のうち、両端の袋体２５，２
９と中央の袋体２７とには、互いに異なる圧力をもって空気を充填する。図１１の例では
、両端の袋体２５，２９には比較的高く、中央の袋体２７には比較的低い圧力で、空気が
充填されている。その結果、図１１に例示するように、隣接する袋体２５，２７の間、及
び隣接する袋体２７，２９の間では、接触面が高圧側から低圧側へ膨出するように湾曲す
る。すなわち、平面状の接触面が形成されない。このため、エアマット２１を使用した場
合と同様に、断層画像７３（図６）に、接触面に起因するノイズが現れない。
【００５８】
　図１２は、図９のエアマット１１１へ給排気するポンプ装置の概略構成を例示するブロ
ック図である。図１２では、理解を容易にするために、図５に示したエアポンプ装置５１
の構成要素と同一又は対応する構成要素には、同一の符号を付している。このポンプ装置
１２１は、給排気路５５が、圧力センサ６１よりも接続すべきエアマット２１に近い側に
おいて、２流路に分岐し、その一方分岐路１２５は、さらに分岐してエアマット１１１の
両端の袋体２５，２９に接続され、他方分岐路１２７は、バルブ１２３を介して、中央の
袋体２７に接続される。バルブ１２３は二方弁であり、電磁コイルに通電を受けると、分
岐路１２７を導通させ、通電がなければ、分岐路１２７を閉塞する。
【００５９】
　制御器６３は、付属する操作パネル６５の手操作、及び圧力センサ６１が感知する圧力
に基づいて、エアポンプ５３及びバルブ５７，５９に加えて、バルブ１２３をも制御する
。制御器６３には、操作パネル６５の操作を通じて、袋体２７に充填すべき比較的低い空
気の圧力に対応する第１の目標圧力と、袋体２５，２９に充填すべき比較的高い空気の圧
力に対応する第２の目標圧力を、設定することができる。一例として、第１の目標圧力は
１３Ｐａ、第２の目標圧力は２０Ｐａである。
【００６０】
　操作パネル６５に表示される「給気」ボタン（図示略）に手を触れると、制御器６３は
エアポンプ５３を始動させるとともに、バルブ５７及びバルブ１２７に通電する。これに
より、エアポンプ５３からエアマット１１１の３つの袋体２５，２７，２９へ空気が送り
込まれる。圧力センサ６１が感知する圧力が第１の目標圧力に達すると、制御器６３はバ
ルブ１２３への通電を停止する。これにより、袋体２７への空気の供給は停止し、袋体２
７の空気圧は一定に保持される。一方、袋体２５，２９には引き続き空気が供給される。
【００６１】
　エアマット１１１の上に横臥する被験者５が適度な高さに押し上げられることにより、
圧力センサ６１が感知する圧力が第２の目標圧力に達すると、制御器６３は、バルブ５７
への通電を停止し、エアポンプ５３を停止させる。これにより、袋体２５，２９に充填さ
れた空気は、漏れ出すことなく、袋体２７の空気圧よりも高い一定の圧力に保持される。
このとき、袋体２５，２７，２９の間の接触面は、図１１に示したように湾曲したものと
なる。その後に、給排気路５５をエアマット１１１から切り離すことも可能である。
【００６２】
　被験者５のＣＴスキャン検査が終了すると、給排気路５５をエアマット１１１に接続し
、操作パネル６５に表示される「排気」ボタン（図示略）に手を触れる。その結果、制御
器６３は、エアポンプ５３を始動させ、バルブ５９及びバルブ１２３に通電する。これに
より、エアマット１１１の３つの袋体２５，２７，２９からエアポンプ５３の吸入口へ空
気が排出される。エアマット１１１内の空気が十分に吐き出されることにより、圧力セン
サ６１が感知する圧力が、予め設定された基準値を超える負圧になると、制御器６３はバ
ルブ５９及びバルブ１２３への通電を停止し、エアポンプ５３を停止させる。このように
して、押し上げられていた被験者５は、検査用床７の上に降ろされる。負圧の基準値も、
給気の目標圧と同様に、操作パネル６５の操作を通じて設定することができることは、図
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５のエアポンプ装置５１について述べたところと同じである。また、給気あるいは排気の
中途において、操作パネル６５に表示される「停止」ボタン（図示略）に手を触れると、
制御器６３はバルブ５７又は５９への通電を停止し、バルブ１２３についても、通電中で
あったならば例えば通電を停止し、かつエアポンプ５３を停止させる。この手操作による
停止機能を用いることにより、操作者は、エアマット１１１へ充填する空気の量を、手操
作により調節することも可能である。
【００６３】
　図１３は、空気が充填されたときの図９のエアマット１１１の別の形状を例示する断面
図である。図１３の例では、エアマット１１１の中央の袋体２７の空気室に、比較的高圧
の空気が充填され、両端の袋体２５，２９の空気室に、比較的低圧の空気が充填されてい
る。このため、隣接する袋体２５，２７の間、及び隣接する袋体２７，２９の間では、接
触面が中央から両端へ膨出するように湾曲する。すなわち、図１１の例と同じく、平面状
の接触面が形成されない。このため、エアマット２１を使用した場合と同様に、断層画像
７３（図６）に、接触面に起因するノイズが現れない。両端の袋体２５，２９よりも、中
央の袋体２７に充填される空気の圧力を高くするには、例えば、図１２のエアポンプ装置
５１において、バルブ１２３を分岐路１２７から分岐路１２５に移し替えると良い。
【００６４】
　図１４は、図９のエアマットの変形例を例示する平面断面図である。理解の便宜のため
に、図１４において、図１０に記載される部材と同一又は対応する部材には、同一の符号
を付している。この平面断面構造は、図１０に例示したエアマット１１１の平面断面構造
とは、周縁部４７と連結部４３との間に通気孔１３３が形成されることにより、両端の袋
体２５，２９の空気室同士が連通しており、２つの袋体２５，２９に単一の吸排気管３１
を設置すべく、単一の給排気孔４９が形成されている点が異なっている。このように、互
いに等圧にし得る空気室同士を連通させることにより、給排気管３１を減らすことができ
、エアポンプ装置５１の空気管９をより簡素なものとすることができる。
　（その他の実施の形態）
【００６５】
　以上に述べたエアマット２１，８１，９１，１１１はいずれも、各々が被験者５の頭足
方向２３に延在する３個の袋体２５，２７，２９を有していた。これに対して、一般に複
数の袋体を有するエアマットを実施することも可能である。被験者５の胴体のＣＴスキャ
ン検査画像に被験者５の腕が干渉しないように、腕を残して胴体を持ち上げる、という目
的からすれば、胴体を持ち上げる高さが、おおよそ１０～２０センチメートル程度である
ことが望ましいことから、袋体の個数は２～４個であることが望ましい。中でも、３個で
あることが、さらに望ましい。さらに、複数の袋体を被験者５の頭足方向に配置したエア
マットを実施してもよく、あるいは頭足方向と左右方向の双方に配置したエアマットを実
施してもよい。一般に、複数の袋体が互いに並置されたエアマットを実施してもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１，２１，８１，９１，１１１　エアマット；　３，５１，１２１　エアポンプ装置；
　５　被験者；　７　検査用床；　９　空気管；　１１　ＣＴスキャン装置；　２３　頭
足方向；　２５，２７，２９　袋体；　３１　給排気管；　３３　突起部分；　３５　延
長部分；　３７　接続部材；　３９　吸排気管支持部材；　４１，９３　仮想線；　４３
　連結部；　４５，１３３　通気孔；　４６　シート；　４９　給排気孔；　５３　エア
ポンプ；　５５　給排気路；　５７，５９，１２３　バルブ；　６１　圧力センサ；　６
３　制御器；　６５　操作パネル；　６４　信号線；　７１　画面；　７３　断層画像；
　８３　通気性シート；　１０１　ＣＴスキャン用医療補助具；　１１３　筒状シート；
　１１５　輪郭；　１２５，１２７　分岐路
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